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令和８年度第１回松阪地域高等学校活性化推進協議会の概要 

 

１ 日時  令和８年７月７日（火曜日）１８時３０分から２０時４０分まで 

２ 場所  三重県松阪庁舎 大会議室 

３ 概要 

令和１０～１１年度に想定される合わせて５学級程度の学級減への具体的な対応につ

いて、今年度中に方向性をとりまとめることから、今後の学びと配置のあり方の方針や、

１５年先の学びと配置のイメージについて協議しました。 

主な意見は次のとおりです。 

 

（学びのあり方について） 

〇 小学校段階から、自分の興味関心や将来の夢に応じて、具体的にこの高校に行きたいと

考えている子どもたちも多い。松阪地域の高校には、多様な選択肢がバランスよく配置さ

れており、こうした高校がなくならないようにしてほしい。（西川委員） 

〇 地域で活躍する人材を育成するという方針は大切にしてほしい。子どもたち一人ひとり

のニーズに対応した教育環境を提供するためには、規模縮小のデメリットを過小評価せず、

規模確保のメリットを重視すべきではないか。（井村委員） 

○ 生徒数の減少に伴い教職員数も減少することから、子どもたちに必要な学びを提供する

ためには、教職員をサポートする体制が重要ではないか。また、高校の将来像を検討する

にあたり、国や県からガイドラインや方向性は示されているのか。（森本委員） 

 ⇒（事務局）国からは、今年２月に「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）

～２０４０年に向けたネクストハイスクール構想～」が示され大規模な予算が投入される

ことになっている。これらもふまえながら、本年度中に次期県立高等学校活性化計画を策

定することとしている。 

〇 小規模校に勤務した経験があるが、学級減により教員数が減ると学びのバリエーション

が減ってしまい、子どもたちに必要な教育を提供することが難しくなる。大きな変革の時

期を迎える中で、子どもたちが希望する学びがなくならないような配置を地域全体で考え

る必要がある。（柘植委員） 

〇 国が掲げるネクストハイスクール構想と三重県がめざす姿を一致させ、生徒ファースト

で協議を進めることが大切である。単に減るから集約するということではなく、各校が積

み上げてきた機能をさらに磨きつつ、新たな価値を創造していくという発想で、松阪地域

にどんな学校を創るのかを考えていきたい。（鈴木委員） 

〇 南勢地区から北・中勢地区へと人口が流出している現状をふまえ、国の高校教育改革も

活用して、既存の枠組みにとらわれない新たな学びの拠点を南勢地区に創設するというこ

とをぜひ記載してほしい。（中田委員） 

 

 

資料１ 
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（配置のあり方について） 

○ 松阪地域では多くの生徒が地域外の高校へ進学している。基本的に地域の高校で学びた

いという子どもたちが全員入学できるようにすべきであると考えるが、中学校卒業者数が

１，８１１人（令和８年３月卒）であるのに対し、県立高校の定員は１，０００人となっ

ている。このことについてどのように捉えているのか、令和１０～１１年度の５学級減の

根拠ともなるので説明してほしい。（中田委員） 

 ⇒（事務局）私立高校への進学者のほか、定時制課程や通信制課程へ進学する生徒も一定

数いることから、中学校卒業者数と県立高校（全日制）の定員には差が生じる。 

〇 中学校３年生のほとんどが、当初は地元の高校への進学を希望しているものの、学力的

な面から最終的に他地域の高校を選ぶ生徒も一定数いるという現状がある。子どもたちが

高校進学を楽しみにしている中で、現在の中学校２年生は１学級減、中学校１年生は４学

級減というのを、どのように示していくのかを考えなければならない。（尾﨑委員） 

〇 入学者選抜をすることなく、全員が希望する高校へ入学できるようにすることはできな

いのか。（高橋勝利委員） 

 ⇒（事務局）一つの考え方ではあるが、選ばれない学校が生じる可能性もあるので、子ど

もたちの多様な希望が実現できるよう、バランスよく高校を配置する必要がある。 

〇 「学びと配置のあり方の方針」に異論はないが、そうなると学校数の減少は避けられな

い。通学圏内にある津地域や伊勢志摩地域の高校を含めて、子どもたちが学校を選択して

いる現状をふまえ、もっと広域で高校のあり方を議論する場も必要ではないか。（髙橋春

生委員） 

〇 地域の事業所は、地域の高校と一体となっていろいろな活動を行ってきた。高校生の活

力は地域にとって不可欠であり、地域と高校のつながりについては、今後もしっかりと考

えていく必要がある。（高橋勝利委員） 

〇 数の論理でいけば、生徒数の減少により再編が必要であることは理解できる。一方で、

地域の県立高校それぞれが、一生懸命魅力づくりに取り組んでいることから、現場の教員

の意見をしっかりと把握した上で検討を進めてもらいたい。（福岡委員） 

〇 将来の学校数が前面に出ると、子どもたちや保護者はどの学校がなくなるのかと不安に

なるので、「現在の６校は３校程度に集約される」という表現はやめてほしい。子どもた

ちのニーズや社会状況をふまえて、集約する学校でどのような学びを実現するかを考えた

上で学校数を決定していくという表現にしてはどうか。（中田委員） 

 

（今後の協議の進め方について） 

○ 学級減の中にあっても、子どもたちが夢を持てるような未来志向の視点で、次回改めて

「１５年先の学びと配置のイメージ（案）」を示してもらいたい。（水木会長） 

 ⇒（事務局）昨年度までの協議や本日いただいたご意見を整理し、本年度とりまとめるこ

ととしている令和１０～１１年度に想定される学級減への対応と併せて、協議を進めるた

めの具体案をお示ししたい。 
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新しいタイプの全日制高校「みえ版フレキシブル高校」について 
 

１ 設置の背景  

・近年、不登校経験をはじめ多様な背景を有する生徒が増えており、定時制・通信制高校 

への入学者が増加していることもその一例です。 

・高校生の学習ニーズや学習スタイルの多様化が見られることから、生徒一人ひとりの学

びのニーズに寄り添える柔軟な教育の仕組みが求められています。 

 

２ 概要 

・「フレキシブル高校」とは、 全日制・定時制・通信制の課程の授業を、生徒が在籍課程 

を変更することなく横断的に履修できる新しい制度の高校です。 

・「みえ版フレキシブル高校」では、生徒は全日制課程に在籍しながら、連携する他校の定 

時制・通信制の授業を履修できる新しい学びのスタイルとなります。 

・柔軟な学習スタイルにより、不登校経験者や体調面で朝からの通学が難しい生徒も、安

心して全日制高校で学ぶことができます。 

  

３ 設置校および連携校 

  ・桑名北高校、久居高校、尾鷲高校の３校をパイロット校とし、入学定員の一部に「フレ 

キシブルコース」を設けて運用を開始します。 

  ・【募集人数】 入学定員の 20％以内 

  ・【応募資格】 志願校が実施するフレキシブル高校についての説明会等に出席し、フレ

キシブル高校の趣旨や学習スタイルについて理解するとともに、フレキシブル高校を

志望する動機や理由が明確である者 

設置校 学科・クラス数（人数） 連携校（課程） 

桑名北高校 普通科・４クラス（１６０人） 北星高校（通信制） 

久居高校 普通科・４クラス（１６０人） 松阪高校（通信制） 

みえ夢学園高校（定時制） 

尾鷲高校 普通科・２クラス（７０人） 松阪高校（通信制） 

尾鷲高校（定時制） 
*普通科の定員の一部に「フレキシブルコース」を設けます。 

*尾鷲高校の他の学科・コースは該当しません。 

 

 ４ 運用開始時期 

   令和９年４月 

 

 ５ 「みえ版フレキシブル高校」の仕組み・特色 

・「みえ版フレキシブル高校」では、連携する他の定時制高校や通信制高校の授業を受け、 

そこで修得した単位を卒業単位に加えることができます。（卒業に必要な７４単位のう 

ち、認定する単位数の上限は３６単位です） 

資料４ 
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・通信制高校での単位修得をめざす場合、必要なスクーリング*を平日に自校で受講する 

こともできます。 

・登校する日以外は、自宅で学習を進めたり必要に応じて学校で先生のサポートを受けた

りしながら、自分のペースで学ぶことができます。 

   *スクーリング：登校して教員から講義や実技指導を受けること。 

 

６ 今後の取組 

・令和８年度は、関心のある中学生が「みえ版フレキシブル高校」の仕組みや魅力を十分

に理解し進路の選択肢として検討していただけるよう、パイロット校において個別の説

明会等を実施します。 

・令和９年度からの運用開始にむけて、準備を進めていきます。 

 

 「みえ版フレキシブル高校」のイメージ（例） 

＜パターン１＞【桑名北高、尾鷲高】 登校日がフレキシブル（１年次の時間割の例） 

 

・網掛けが登校日。（自校で授業を受ける日) 

・他校の通信制課程を併修。 

・登校日以外は、自校でスクーリング受講 

またはレポート作成。（自宅での学習も可） 

 

 

 

 

 

 

 

＜パターン２＞【久居高】 登校時間がフレキシブル  

 

・網掛けが必ず登校する時間帯。 

（共通タイム） 

・共通タイムは全ての生徒が登校。 

（朝、夕は選択制） 

・共通タイムのみでは卒業単位に満たない  

場合、他校の通信制や定時制との併修も 

可能。（選択制） 

・スクーリングは連携校で受講。 

 

 月 火 水 木 金 

１     情報Ⅰ 

２  体育   家庭 

３  芸術Ⅰ 体育  家庭 

４  芸術Ⅰ 情報Ⅰ  体育 

５   総探   

６   ＬＨＲ   

朝   
１限 8:30～ 9:20 自校で学習または 

他校の通信制課程を履修  ２限 9:30～10:20 

共

通

タ

イ

ム 

３限 10:30～11:20 自校で学習 

４限 11:30～12:20 自校で学習 

昼休み 

ＳＨＲ 
12:20～13:10 

 

５限 13:10～14:00 自校で学習 

６限 14:10～15:00 自校で学習 

夕 ７限  他校の定時制課程を履修 

＜履修のイメージ＞ 

２年次以降は自校での学習時間を長くして

いきます。 

２年次 ３年次 

通信制

度 
全日制 

＜履修のイメージ＞ 

２年次以降は登校日を増やしていきます。 

１年次 

１年次 ２年次 ３年次 

自校での学習時間 
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（１）令和８年３月卒・現高１

定員との差 募集定員 志願者数 志願倍率 合格内定者数 募集定員 志願者数 志願倍率 合格者数 募集定員 志願者数 合格者数

普通 200 124 ▲ 76 - - - - 200 162 0.81 200 - - - 201 0

理数 80 184 104 40 187 4.68 41 39 98 2.51 39 - - - 80 0

学校計 280 308 28 40 187 4.68 41 239 260 1.09 239 - - - 281 0

機械 40 47 7 20 44 2.20 22 18 19 1.06 18 - - - 40 0

電気工学 40 52 12 20 51 2.55 22 18 26 1.44 18 - - - 40 0

工業化学 40 43 3 20 41 2.05 22 18 23 1.28 18 - - - 40 0

繊維デザイン 40 56 16 40 56 1.40 40 - - - - - - - 40 0

自動車 40 47 7 20 47 2.35 22 18 17 0.94 18 - - - 40 0

学校計 200 245 45 120 239 1.99 128 72 85 1.18 72 - - - 200 0

総合ビジネス科 120 128 8 60 129 2.15 66 54 51 0.94 52 2 0 0 118 ▲ 2

国際ビジネス科 40 46 6 20 41 2.05 22 18 20 1.11 18 - - - 40 0

学校計 160 174 14 80 170 2.13 88 72 71 0.99 70 2 0 0 158 ▲ 2

40 46 1.15

16 -

学校計 80 63 ▲ 17 40 62 1.15 58 22 4 0.18 4 18 1 1 63 ▲ 17

普通 80 67 ▲ 13 24 65 2.71 27 53 43 0.81 44 9 0 0 71 ▲ 9

生産経済 40 41 1 20 40 2.00 22 18 19 1.06 18 - - - 41 0

環境創造 40 39 ▲ 1 20 38 1.90 22 18 19 1.06 18 - - - 40 0

食物調理 40 49 9 40 48 1.20 40 - - - - - - - 40 0

学校計 200 196 ▲ 4 104 191 1.84 111 89 81 0.91 80 9 0 0 192 ▲ 9

総合学科 80 34 ▲ 46 80 56 0.70 56 - - - - 24 0 0 56 ▲ 24

学校計 80 34 ▲ 46 80 56 0.70 56 - - - - 24 0 0 56 ▲ 24

1,000 1,020 20 464 889 1.92 482 494 501 1.01 465 53 1 1 950 ▲ 52

※「R7.12時点の進学希望者数」は、県内の国公私立中学校３年生を対象に実施した調査結果による。

※入学者数と合格者数の合計が一致しないことがあるのは追検査による合格者等を含むため

（２）令和７年３月卒・現高２

定員との差 募集定員 志願者数 志願倍率 合格内定者数 募集定員 志願者数 志願倍率 合格者数 募集定員 志願者数 合格者数

普通 200 163 ▲ 37 - - - - 200 157 0.79 200 - - - 200 0

理数 80 186 106 40 189 4.73 40 40 125 3.13 40 - - - 80 0

学校計 280 349 69 40 189 4.73 40 240 282 1.18 240 - - - 280 0

機械 40 48 8 20 47 2.35 22 18 24 1.33 18 - - - 40 0

電気工学 40 32 ▲ 8 20 29 1.45 22 18 12 0.67 18 - - - 40 0

工業化学 40 34 ▲ 6 20 40 2.00 22 18 18 1.00 18 - - - 40 0

繊維デザイン 40 56 16 40 54 1.35 40 - - - - - - - 40 0

自動車 40 66 26 20 61 3.05 22 18 20 1.11 18 - - - 40 0

学校計 200 236 36 120 231 1.93 128 72 74 1.03 72 - - - 200 0

総合ビジネス科 120 115 ▲ 5 60 116 1.93 66 54 58 1.07 54 - - - 120 0

国際ビジネス科 40 32 ▲ 8 20 34 1.70 22 18 18 1.00 18 - - - 40 0

学校計 160 147 ▲ 13 80 150 1.88 88 72 76 1.06 72 - - - 160 0

40 60 1.50

15 -

学校計 80 72 ▲ 8 40 75 1.50 59 21 24 1.14 21 0 0 0 80 0

普通 80 102 22 24 92 3.83 27 53 64 1.21 53 - - - 80 0

生産経済 40 46 6 20 43 2.15 22 18 23 1.28 18 - - - 40 0

環境創造 40 57 17 20 53 2.65 22 18 22 1.22 18 - - - 40 0

食物調理 40 41 1 40 39 0.98 39 - - - - 1 2 1 40 0

学校計 200 246 46 104 227 2.18 110 89 109 1.22 89 1 2 1 200 0

総合学科 80 29 ▲ 51 80 75 0.94 75 - - - - 5 0 0 75 ▲ 5

学校計 80 29 ▲ 51 80 75 0.94 75 - - - - 5 0 0 75 ▲ 5

1,000 1,079 79 464 932 2.01 500 494 565 1.14 494 6 2 1 995 ▲ 5

※入学者数と合格者の合計が一致しないことがあるのは、追検査による合格者等を含むため

※「R6.12時点の進学希望者数」は、県内の国公私立中学校３年生を対象に実施した調査結果による。

後期選抜 再募集
入学者数 欠員

松阪地域の県立高等学校（全日制）の入学者選抜の状況

学校名 学科・コース
入学

定員

R7.12時点の

進学希望者数
前期選抜等

松　阪

松阪工業

松阪商業

飯　南
総合学科

昴学園

58 22 4 0.1880 63 ▲ 17 1 1 63 ▲ 17

相　可

4 18

松阪工業

松阪地域（全日制）計

学校名 学科・コース
入学

定員

後期選抜 再募集
入学者数 欠員

松　阪

R6.12時点の

進学希望者数
前期選抜等

松阪商業

飯　南
総合学科 80 72

松阪地域（全日制）計

- - 80 0

相　可

昴学園

59 21 24 1.14 21 -▲ 8

連携型中高一貫教育に

係る選抜は、定めていない

再掲資料１

連携型中高一貫教育に

係る選抜は、定めていない
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松
阪
地
域
　
中
学
校
卒
業
者
数
の
推
移
と
予
測
（含

社
会
増
減
）

 
 

 
 

R 
5
.3

R 
6.

3
R
 7
.3

R 
8.
3

R 
9.
3

R 
10
.3

R 
11
.3

R 
1
2.
3

R 
13
.3

R 
14
.3

R 
15
.3

R 
16
.3

R 
17
.3

  
  
  
 
  

  
  

卒
業

卒
業

卒
業

卒
業

現
中
３

現
中
２

現
中
１

現
小
６

現
小
５

現
小
４

現
小
３

現
小
２

現
小
１

卒
業
者
数

1,
45

7
1
,4

67
1,
44
6

1
,3
90

1,
44
1

1,
33
1

1,
22
6

1,
20
0

1,
24
9

1,
21
3

1,
09
6

1,
14
3

99
9

松
阪
市

前
年
度
対
比

10
-2
1

-5
6

51
-1
10

-1
05

-2
6

49
-3
6

-1
17

47
-1
44

R8
.3
対
比

51
-5
9

-1
64

-
19
0

-1
41

-1
77

-2
94

-2
47

-3
91

卒
業
者
数

47
7

38
9

43
3

42
1

35
9

42
9

34
5

41
1

38
0

38
9

38
9

38
0

35
7

多
気
郡

前
年
度
対
比

-8
8

44
-1
2

-6
2

70
-8
4

66
-3
1

9
0

-9
-2
3

R8
.3
対
比

-6
2

8
-7
6

-1
0

-4
1

-3
2

-3
2

-4
1

-6
4

卒
業
者
数

1,
93

4
1
,8

56
1,
87
9

1
,8
11

1,
80
0

1,
76
0

1,
57
1

1,
61
1

1,
62
9

1,
60
2

1,
48
5

1,
52
3

1,
35
6

小
計

前
年
度
対
比

-7
8

23
-6
8

-1
1

-4
0

-1
89

40
18

-2
7

-1
17

38
-1
67

R8
.3
対
比

-1
1

-5
1

-2
40

-
20
0

-1
82

-2
09

-3
26

-2
88

-4
55

卒
業
者
数

16
,
05

5
15

,8
9
1

1
5,
71
8

15
,5
11

15
,3
03

14
,8
34

14
,3
77

14
,0
11

14
,0
32

13
,3
98

12
,7
53

12
,4
20

11
,7
64

県
内
合
計

前
年
度
対
比

-1
64

-1
73

-2
07

-2
08

-4
69

-4
57

-
36
6

21
-6
34

-6
45

-3
33

-6
56

R8
.3
対
比

-2
08

-6
77

-1
,1
34

-1
,5
00

-1
,4
79

-2
,1
13

-2
,7
58

-3
,0
91

-3
,7
47

【
県
立
高
校
（
全
日
制
）
】

入
学
定
員

1,
0
40

1,
00

0
1
,0
00

1,
00
0

1,
00
0

（
学
級
数
）

(2
6
)

(2
5)

(2
5)

(2
5)

(2
5)

欠
員
数
※

17
1
4

5
5
2

-

入
学
定
員

1
0,

6
40

10
,
44

0
10
,2
40

10
,0
00

9,
76
0

（
学
級
数
）

(2
6
8)

(2
63

)
(
25
8)

(2
52
)

(2
46
)

※
伊
賀
白
鳳
高
校
は
定
員
2
4
0
人
６
学
級
規
模
を
７
学
級
、
尾
鷲
高
校
は
定
員
1
6
0
人
４
学
級
規
模
を
5
学
級
と
し
て
編
制

欠
員
数
※

34
2

22
5

18
6

4
1
1

-
※
欠
員
数
は
、
学
科
・
コ
ー
ス
ご
と
の
欠
員
の
み
を
積
み
上
げ
た
数
値

【
私
立
高
校
（
全
日
制
）
】

入
学
定
員

53
5

53
0

53
0

5
30

53
0

入
学
者
数

58
4

46
8

53
0

5
58

-
※
入
学
者
数
は
、
三
重
県
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
の
記
載
人
数
を
転
記
。

令
和
8
年
5
月
1
日
　
教
育
政
策
課
調
べ

松
阪
地
域

県
内
合
計

三
重

再
掲
資
料
２
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松
阪
地
域
の
中
学
校
卒
業
者
数
と
県
立
高
等
学
校
入
学
定
員
（全

日
制
）の

推
移
と
予
測

※
出

生
数
に
基
づ
く
予

測
値

（令
和

2
か
ら
令

和
6
年

度
生

ま
れ
を
対

象
と
し
た
も
の

）は
、
昨

年
度

時
点

の
デ
ー
タ
に
基

づ
い

て
作

成
し
て
お
り
ま
す
。
令

和
7
年

度
の

出
生

数
が

判
明

次
第

、
資

料
を
改

め
て
提

示
い

た
し
ま
す
。

【
松
阪
地
域
の
出
生
数
】

R
2
年
度
生

R
3
年
度
生

R
4
年
度
生

R
5
年
度
生

R
6
年
度
生

5
～
6
歳

4
～
5
歳

3
～
4
歳

2
～
3
歳

1
～
2
歳

松
阪
市

1
,0

8
9

1
,0

1
8

9
7
9

8
5
6

8
3
2

多
気
郡

2
6
4

2
8
1

2
5
9

2
0
9

1
9
1

合
　
計

1
,3

5
3

1
,2

9
9

1
,2

3
8

1
,0

6
5

1
,0

2
3

予
測
値

1
,3

3
9

1
,2

9
2

1
,2

2
9

1
,0

5
4

1
,0

1
0

2
,0

0
3

1
,9

3
1

 
1

,9
2

4
 

1
,8

0
1

 
1

,8
4

4
 

1
,9

3
4

 

1
,8

5
6

 

1
,8

7
9

 

1
,8

1
1

 
1

,8
0

0
 

1
,7

6
0

 

1
,5

7
1

 
1

,6
1

1
 

1
,6

2
9

 

1
,6

0
2

1
,4

8
5

1
,5

2
3

1
,3

5
6

1
,3

3
9 1

,2
9

2

1
,2

2
9

1
,0

5
4 1

,0
1

0

1
,1

6
0

 
1

,1
6

0
 

1
,1

2
0

 
1

,0
8

0
 

1
,0

0
0

 
1

,0
0

0
 

1
,0

4
0

 
1

,0
0

0

1
,0

0
0

6
0

0

8
0

0

1
,0

0
0

1
,2

0
0

1
,4

0
0

1
,6

0
0

1
,8

0
0

2
,0

0
0

2
,2

0
0

H
 3

0
.3

卒

H
 3

1
.3

卒

R
2
.3

卒

R
3
.3

卒

R
4
.3

卒

R
5
.3

卒

R
 6

.3

現
高
３

R
 7

.3

現
高
２

R
 8

.3

現
高
１

R
 9

.3

現
中
３

R
 1

0
.3

現
中
２

R
 1

1
.3

現
中
１

R
 1

2
.3

現
小
６

R
 1

3
.3

現
小
５

R
 1

4
.3

現
小
４

R
 1

5
.3

現
小
３

R
 1

6
.3

現
小
２

R
 1

7
.3

現
小
１

R
 1

8
.3

R
2
生

R
 1

9
.3

R
3
生

R
 2

0
.3

R
4
生

R
 2

1
.3

R
5
生

R
 2

2
.3

R
6
生

中
学
校
卒
業
者
数

県
立
高
等
学
校
入
学
定
員

再
掲
資
料
３

再
掲
資
料
２
掲
載
範
囲

出
生
数
に
基
づ
く
予
測
値
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松
阪

地
域

お
よ

び
伊

勢
志

摩
地

域
の

高
等

学
校

等
の

学
科

・
コ

ー
ス

に
つ

い
て

（
令

和
９

年
度

）
学

校
名

大
学

科
1

2
3

4
5

松
阪

高
校

普
通

科
2
8
0

普
通

科
普

通
科

普
通

科
普

通
科

普
通

科

松
阪

工
業

高
校

専
門

学
科

2
0
0

工
業

化
学

科
機

械
科

繊
維

デ
ザ

イ
ン

科
自

動
車

科
電

気
工

学
科

松
阪

商
業

高
校

専
門

学
科

1
6
0

総
合

ビ
ジ

ネ
ス

科
総

合
ビ

ジ
ネ

ス
科

総
合

ビ
ジ

ネ
ス

科
国

際
ビ

ジ
ネ

ス
科

飯
南

高
校

総
合

学
科

8
0

相
可

高
校

普
通

科
専

門
学

科
2
0
0

普
通

科
普

通
科

生
産

経
済

科
環

境
創

造
科

食
物

調
理

科

昴
学

園
高

校
総

合
学

科
8
0

〇
定

時
制

課
程

　
　

 県
立

　
松

阪
工

業
高

校
4
0

人
普

通
科

〇
通

信
制

課
程

　
　

 県
立

　
松

阪
高

校
2
0
0

人
普

通
科

（
参

考
）

学
校

名
大

学
科

1
2

3
4

5

宇
治

山
田

高
校

普
通

科
1
6
0

普
通

科
普

通
科

普
通

科
普

通
科

伊
勢

高
校

普
通

科
2
8
0

普
通

科
普

通
科

普
通

科
普

通
科

普
通

科

伊
勢

工
業

高
校

専
門

学
科

1
6
0

機
械

科
機

械
科

建
築

科
電

気
科

宇
治

山
田

商
業

高
校

専
門

学
科

1
6
0

商
業

科
商

業
科

情
報

処
理

科
国

際
科

明
野

高
校

専
門

学
科

1
6
0

生
産

科
学

科
食

品
科

学
科

生
活

教
養

科
福

祉
科

南
伊

勢
高

校
 度

会
校

舎
普

通
科

4
0

普
通

科

鳥
羽

高
校

総
合

学
科

4
0

総
合

学
科

志
摩

高
校

普
通

科
4
0

普
通

科

水
産

高
校

専
門

学
科

8
0

海
洋

・
機

関
科

水
産

資
源

科

皇
学

館
高

校
普

通
科

3
1
5

伊
勢

学
園

高
校

普
通

科
2
3
0

※
２

年
次

か
ら

の
選

択
コ

ー
ス

〇
定

時
制

課
程

　
　

 県
立

　
伊

勢
ま

な
び

高
校

1
2
0

人
普

通
科

：
午

前
の

部
4
0
人

、
午

後
の

部
4
0
人

、
も

の
づ

く
り

工
学

科
4
0
人

（
夜

間
）

1
1
0

人
普

通
科

：
（
全

日
型

、
水

曜
、

土
曜

の
各

コ
ー

ス
）

4
0
0

人
普

通
科

：
（
通

学
コ

ー
ス

、
通

信
一

般
コ

ー
ス

等
）

〇
高

等
専

門
学

校
　

国
立

　
鳥

羽
商

船
高

等
学

校
1
4
0

人
商

船
学

科
（
4
0
）
、

情
報

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

科
（
1
0
0
）

※
大

学
科

の
普

通
科

に
は

普
通

科
系

専
門

学
科

を
含

む

7
8

郷
土

・
環

境
、

介
護

福
祉

総
合

進
学

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

地
域

探
究

、
総

合
ス

ポ
ー

ツ
美

術
工

芸
、

生
活

福
祉

、
環

境
技

術

入
学

定
員

6

理
数

科

松 阪 地 域 全 日 制 課 程

普
通

科
三

重
高

校
私 立

5
3
0

県 立
1
,0

0
0

理
数

科

6

　
　

　
普

通
科

（
ス

テ
ラ

コ
ー

ス
《
特

進
ク

ラ
ス

、
選

抜
ク

ラ
ス

》
・
ナ

ー
ビ

ス
コ

ー
ス

《
進

学
ク

ラ
ス

、
ア

ス
リ

ー
ト

ク
ラ

ス
》
、

六
年

制
）

7
8

〇
通

信
制

課
程

　
　

 私
立

　
代

々
木

高
校

伊 勢 志 摩 地 域 全 日 制 課 程

1
,1

2
0

普
通

科

5
4
5

〇
通

信
制

課
程

　
　

 私
立

　
英

心
高

校
（
伊

勢
本

校
）
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松阪地域の県立高校に関するアンケート結果について 

１ 生徒を対象としたアンケート結果 
（１）高校選びで重視すること（問６） 

  「通学のしやすさ・距離」（49.3％）、「学校の雰囲気・イメージ」（49.0％）に続い

て、「文化祭や体育祭などの学校行事が充実している」（42.4％）、「学びたい学科やコ

ースがある」（39.5％）、「入りたい部活動がある、部活動が活発に行われている」

（35.7％）の順となっている。 

 

（２）高校に期待する教育（問８） 

  高等学校には、「自ら学び続ける力が身につく教育」（52.6％）、「基本的な知識が身に

つく教育」（43.1％）をはじめ、「社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につ

く教育」（42.0％）、「社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働する力が身に

つく教育」（40.1％）を期待している。 

（３）希望する学級数について（問 10） 

  多い順に「４～６学級」（42.1％）、「２～３学級」（36.3％）、「１学級」（18.0％）、続い 

て「７学級以上」（3.7％）となっている。 

（４）通学時間について（問 11） 

  多い順に「60 分以内まで」（51.1％）、「30 分以内まで」（28.9％）、「90 分以内まで」

（13.5％）、「120分以内まで」（4.1％）、「121分以上」（2.3％）となっている。 

（５）将来就きたい仕事について（問 12） 

  「まだ決まっていない、わからない」（40.4％）が多く、「健康・スポーツ関係（インス

トラクター、選手・監督など）」（13.9％）、「医師、看護師、薬剤師など」（11.4％）と

「理容、美容関係」（11.4％）と続いている。 

（６）将来生活する場所について（問 14） 

  「まだ決まっていない、わからない」（32.5％）が最も多く、続いて、「県外」（20.6％）、

「一度は地元を離れても、いつかは戻りたい」（18.7％）、「地元（現在住んでいる市町）」

（12.3％）となっている。 

 

  

再掲資料５ 
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２ 保護者を対象としたアンケート結果 

（１）高校選びで重視すること（問６） 

  「学びたい学科やコースがあること」（73.3％）に続いて、「通学のしやすさ・距離」

（64.4％）、「自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できること」（59.4％）に続

いて、「進学・就職の実績」（39.5％）、「確かな学力を身につける授業が充実している

こと」（39.2％）、となっている。 

（２）高校に期待する教育（問８） 

  「自ら学び続ける力が身につく教育」（61.0％）をはじめ、「社会性や協調性、コミュ

ニケーション能力など協働する力が身につく教育」（60.7％）、「自分で問いや課題を

見つけ、主体的に取り組む力が身につく教育」（53.6％）、「多様な選択肢の中から進

路を決定する力が身につく教育」（49.0％）を期待している。 

（３）希望する学級数について（問 10） 

  多い順に「４～６学級」（45.4％）、「２～３学級」（36.9％）、「１学級」（11.9％）、続い 

て「７学級以上」（5.8％）となっている。 

（４）通学時間について（問 11） 

  多い順に「60 分以内まで」（66.4％）、「30 分以内まで」（24.1％）、「90 分以内まで」

（8.3％）、「120分以内まで」（0.9％）、「121分以上」（0.2％）となっている。 

（５）将来生活する場所について（問 12） 

  「本人の希望次第」（71.2％）が最も多く、続いて、「地元（現在住んでいる市町）」（9.1％）、

「一度は地元を離れても、いつかは戻ってほしい」（6.8％）となっている。 

（６）今後の松阪地域の県立高校のあり方について（問 13） 

  今後の松阪地域の高校については、「一定の統合は避けられない」（68.4％）が最も多

く、続いて「統合は避けるべき」（27.0％）、「積極的に統合を進めるべき」（4.5％）と

なっている。 
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３ 生徒と保護者の回答の比較  

（１）高校選びで重視すること（回答は６つ以内、％は各回答者数に対する割合、〇数字は多い順） 

                  対象 

項目 

生徒 

(1,459 人) 

保護者 

(1,851 人) 

① 学びたい学科やコースがある ④ 576 39.5% ①1,357 73.3% 

② 確かな学力を身につける授業が充実している ⑦ 450 30.8% ⑤ 725 39.2% 

③ 専門的な知識や技能、資格が習得できる ⑩ 373 25.6% ⑦ 615 33.2% 

④ 自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できる ⑥ 468 32.1% ③1,100 59.4% 

⑤ 地域と連携した活動が充実している ⑯  33 2.3% ⑯  51 2.8% 

⑥ 文化祭や体育祭などの学校行事が充実している ③ 618 42.4% ⑭ 294 15.9% 

⑦ 入りたい部活動がある、部活動が活発に行われている ⑤ 521 35.7% ⑨ 522 28.2% 

⑧ 友だちや先輩、先生などとの多くの出会い ⑧ 409 28.0% ⑩ 461 24.9% 

⑨ 一人ひとりの状況に応じて、きめ細かな教育が期待できる ⑮  81 5.6% ⑧ 589 31.8% 

⑩ 通学のしやすさ・距離 ① 720 49.3% ②1,192 64.4% 

⑪ 学校の雰囲気・イメージ ② 715 49.0% ⑥ 708 38.2% 

⑫ 施設・設備の充実 ⑫ 288 19.7% ⑬ 310 16.7% 

⑬ 進学・就職の実績 ⑪ 344 23.6% ④ 731 39.5% 

⑭ 自分の適性や能力   ⑨ 380 26.0% ⑫ 434 23.4% 

⑮ 先生や保護者、友だち等の周囲の人の意見 ⑬ 268 18.4% ⑮  63 3.4% 

⑯ 学費などの経費負担 ⑭ 220 15.1% ⑪ 444 24.0% 

⑰ その他 ⑰  31 2.1% ⑰  11 0.6% 
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（２）高校に期待する教育（回答は５つ以内、％は各回答者数に対する割合、〇数字は多い順） 

                  対象 

項目 

生徒 

(1,459 人) 

保護者 

(1,851 人) 

① 自ら学び続ける力が身につく教育 ① 767 52.6% ①1,129 61.0% 

② 自分で問いや課題を見つけ、主体的に取り組む力が身につく 
教育 ⑤ 447 30.6% ②  993 53.6% 

③ 多様な選択肢の中から進路を決定する力が身につく教育 ⑦ 356 24.4% ④  907 49.0% 

④ 地域を題材として学ぶ教育 ⑬  56 3.8% ⑬  28 1.5% 

⑤ 大学や企業等と連携・協働して学ぶ教育 ⑩ 169 11.6% ⑨ 376 20.3% 

⑥ 人権に対する意識が高まる教育 ⑫ 135 9.3% ⑫ 113 6.1% 

⑦ 基本的な知識が身につく教育 ② 629 43.1% ⑥ 567 30.6% 

⑧ ＩＣＴを積極的に活用する教育 ⑪ 145 9.9% ⑪ 163 8.8% 

⑨ 広く世界で活躍できる力が身につく教育 ⑧ 302 20.7% ⑩ 335 18.1% 

⑩ 社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働する力が 
身につく教育 ④ 585 40.1% ②1,123 60.7% 

⑪ 社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につく教育 ③ 613 42.0% ⑤ 871 47.1% 

⑫ 特別活動や部活動などを通じて豊かな人間性が身につく教育 ⑥ 411 28.2% ⑧ 426 23.0% 

⑬ 一人ひとりの状況に応じて適切な支援が受けられる教育 ⑨ 264 18.1% ⑦ 548 29.6% 

⑭ その他 ⑭  13 0.9% ⑭  11 0.6% 
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（３）１学年あたりの学級数（回答は 1 つ、％は各回答者数に対する割合、〇数字は多い順） 

              対象 

項目 

生徒 

(1,459 人) 

保護者 

(1,852 人) 

① １学級（40 人） ③ 262 18.0% ③ 220 11.9% 

② ２学級～３学級（80 人～120 人） ② 529 36.3% ② 684 36.9% 

③ ４学級～６学級（160 人～240 人） ① 614 42.1% ① 841 45.4% 

④ ７学級以上（280 人～） ④  54  3.7% ④ 107  5.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）進学したい高校までの通学時間（回答は 1 つ、％は各回答者数に対する割合、〇数字は多い順） 

             対象 

項目 

生徒 

(1,459 人) 

保護者 

(1,850 人) 

① ３０分以内まで ② 422 28.9% ② 446 24.1% 

② ６０分以内まで ① 746 51.1% ①1,229 66.4% 

③ ９０分以内まで ③ 197 13.5% ③ 154 8.3% 

④ １２０分以内まで ④  60 4.1% ④  17 0.9% 

⑤ １２１分以上 ⑤ 34 2.3% ⑤   4 0.2% 
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４ 生徒と保護者の回答の比較より 

（１）「高校選びで重視すること（17個の選択肢から６つ以内で選択）」について 

 （ア）生徒、保護者の両者で各上位６つに選択された項目のうち、共通するもの 

  ①学びたい学科やコースがある 

    生徒４位 576人(39.5%)、保護者１位 1,357人(73.3%) 

  ④自分の興味関心に応じて多様な学びが選択できる 

    生徒６位 468人(32.1%)、保護者３位 1,100人(59.4%) 

  ⑩通学のしやすさ・距離 

    生徒１位 720人(49.3%)、保護者２位 1,192人(64.4%) 

  ⑪学校の雰囲気・イメージ 

    生徒２位 715人(49.0%)、保護者６位 708人(38.2%) 

（イ）生徒、保護者のどちらか一方で上位６つに選択された項目 

  ②確かな学力を身につける授業が充実している 

    生徒７位 450人(30.8%)、保護者５位 725人(39.2%) 

  ⑥文化祭や体育祭などの学校行事が充実している 

    生徒３位 618人(42.4%)、保護者 14位 294人(15.9%) 

  ⑦入りたい部活動がある、部活動が活発に行われている 

    生徒５位 521人(35.7%)、保護者９位 522人(28.2%) 

  ⑬進学・就職の実績 

    生徒 11位 344人(23.6%)、保護者４位 731人(39.5%) 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（２）「高校に期待する教育（14個の選択肢から５つ以内で選択）」について 

 （ア）生徒、保護者の両者で各上位５つに選択された項目のうち、共通するもの 

  ①自ら学び続ける力が身につく教育 

    生徒１位 767人(52.6%)、保護者１位 1,129人(61.0%) 

  ②自分で問いや課題を見つけ、主体的に取り組む力が身につく教育 

    生徒５位 447人(30.6%)、保護者２位 993人(53.6%) 

  ⑩社会性や協調性、コミュニケーション能力など協働する力が身につく教育 

    生徒４位 585人(40.1%)、保護者２位 1,123人(60.7%) 

  ⑪社会人として必要なマナーや礼儀・責任感が身につく教育 

    生徒３位 613人(42.0%)、保護者５位 871人(47.1%) 

〈 参 考 > 

生徒、保護者で下位２つ(その他を除く)に選択された項目 

⑤地域と連携した活動が充実している 

    生徒 16位 33人(2.3%)、保護者 16位 51人(2.8%) 

  ⑨一人ひとりの状況に応じて、きめ細かな教育が期待できる 

    生徒 15位 81人(5.6%)、保護者８位 589人(31.8%) 

⑮先生や保護者、友だち等の周囲の人の意見 

    生徒 13位 268人(18.4%)、保護者 15位 63人(3.4%) 
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（イ）生徒、保護者のどちらか一方で上位５つに選択された項目 

  ③多様な選択肢の中から進路を決定する力が身につく教育 

    生徒７位 356人(24.4%)、保護者４位 907人(49.0%) 

  ⑦基本的な知識が身につく教育 

    生徒２位 629人(43.1%)、保護者６位 567人(30.6%) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）「１学年あたりの学級数（１つ選択）」について 

  生徒、保護者とも「４～６学級」（生徒 42.1％、保護者 45.4％）と最も多く、次いで

「２～３学級」（生徒 36.3％、保護者 36.9％）、「１学級」（生徒 18.0％、保護者 11.9％）

と続いている。 
 
（４）「進学したい高校までの通学時間（１つ選択）」について 

  生徒、保護者とも「60 分以内まで」（生徒 51.1％、保護者 66.4％）、「30 分以内まで」

（生徒 28.9％、保護者 24.1％）と続き、さらに「90分以内まで」（生徒 13.5％、保護

者 8.3％）、「120分以内まで」（生徒 4.1％、保護者 0.9％）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 参 考 > 

生徒、保護者で下位２つ(その他を除く)に選択された項目 

④地域を題材として学ぶ教育 

    生徒 13位 56人(3.8%)、保護者 13位 28人(1.5%) 

  ⑥人権に対する意識が高まる教育 

    生徒 12位 135人(9.3%)、保護者 12位 113人(6.1%) 
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学校名 学科 四年制大学 短大 専門学校等 就職 その他 卒業者数

290 3 6 1 17 317

91.5% 0.9% 1.9% 0.3% 5.4% 100.0%

20 9 22 135 0 186

10.8% 4.8% 11.8% 72.6% 0.0% 100.0%

57 8 31 51 4 151

37.7% 5.3% 20.5% 33.8% 2.6% 100.0%

2 0 12 36 3 53

3.8% 0.0% 22.6% 67.9% 5.7% 100.0%

43 10 19 4 2 78

55.1% 12.8% 24.4% 5.1% 2.6% 100.0%

7 5 23 74 5 114

6.1% 4.4% 20.2% 64.9% 4.4% 100.0%

16 2 22 20 1 61

26.2% 3.3% 36.1% 32.8% 1.6% 100.0%

333 13 25 5 19 395

84.3% 3.3% 6.3% 1.3% 4.8% 100.0%

84 22 76 260 9 451

18.6% 4.9% 16.9% 57.6% 2.0% 100.0%

18 2 34 56 4 114

15.8% 1.8% 29.8% 49.1% 3.5% 100.0%

435 37 135 321 32 960

45.3% 3.9% 14.1% 33.4% 3.3% 100.0%

※上段は人数、下段は卒業者数に対する割合を表す

※「四年制大学」は大学校を含む

※「短大」は高専を含む

※「その他」は進学待機を含む

学校名 学科 四年制大学 短大 専門学校等 就職 その他 卒業者数

248 2 3 1 17 271

91.5% 0.7% 1.1% 0.4% 6.3% 100.0%

29 13 18 130 3 193

15.0% 6.7% 9.3% 67.4% 1.6% 100.0%

35 9 55 53 4 156

22.4% 5.8% 35.3% 34.0% 2.6% 100.0%

2 6 15 41 2 66

3.0% 9.1% 22.7% 62.1% 3.0% 100.0%

32 13 27 8 0 80

40.0% 16.3% 33.8% 10.0% 0.0% 100.0%

7 4 11 79 1 102

6.9% 3.9% 10.8% 77.5% 1.0% 100.0%

15 3 15 23 4 60

25.0% 5.0% 25.0% 38.3% 6.7% 100.0%

280 15 30 9 17 351

79.8% 4.3% 8.5% 2.6% 4.8% 100.0%

71 26 84 262 8 451

15.7% 5.8% 18.6% 58.1% 1.8% 100.0%

17 9 30 64 6 126

13.5% 7.1% 23.8% 50.8% 4.8% 100.0%

368 50 144 335 31 928

39.7% 5.4% 15.5% 36.1% 3.3% 100.0%

松阪商業
商業
国際

松阪地域の県立高校卒業生（全日制）の進路状況（令和８年３月卒）

松阪
普通
理数

松阪工業 工業

松阪
普通
理数

飯南 総合

相可

普通

農業
家庭

昴学園 総合

普通科計
（理数科含む）

専門学科計

総合学科計

合計

松阪地域の県立高校卒業生（全日制）の進路状況（令和７年３月卒）

松阪工業 工業

松阪商業 商業

飯南 総合

専門学科計

総合学科計

合計

相可

普通

農業
家庭

昴学園 総合

普通科計
（理数科含む）

再掲資料７
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県立高等学校（全日制）への通学時間の目安

○バス１０分

○バス１０分

●徒歩２２分

○バス５分 ☆ＪＲ１５分 ★近鉄３分

●徒歩１７分

●徒歩１２分

●徒歩１３分 ★近鉄５分

○バス１０分

●徒歩１９分 ★近鉄５分

★近鉄１０分 ★近鉄３分

●徒歩１５分

●徒歩７分 ★近鉄１０分

●徒歩

７分

★近鉄２分

☆ＪＲ４分 ★近鉄４分

●徒歩 ●徒歩

２３分 ２０分

○バス１５分 ☆ＪＲ１３分 ★近鉄８分

●バス下車後徒歩８分

●徒歩１０分

☆ＪＲ１０分 ★近鉄３分

●徒歩

５分

☆ＪＲ９分 ★近鉄５分

●徒歩 ●徒歩

１５分 ２０分

☆ＪＲ４分 ●徒歩２０分 ★近鉄２分

●徒歩１８分 ●徒歩２５分

●徒歩 ★近鉄２分

１６分

☆ＪＲ５分

●徒歩５分

●徒歩２５分

●徒歩２３分 ●徒歩２０分

榊原温泉口
（近鉄）

東松阪駅
（近鉄）

三瀬谷駅
（ＪＲ）

相可
（普・農・家）

☆ＪＲ３１分

至鳥羽市

再掲資料８

津駅（近鉄・ＪＲ）

至四日市市

相可駅
（ＪＲ）

☆ＪＲ６分

津新町駅
（近鉄）

久居駅
（近鉄）

松阪駅（近鉄・ＪＲ）

津西
（普）

津東
（普）

津商業
（商）

津
（普）

津工業
（工）

久居
（普）

宇治山田商業
（商）

至

名

張

市
○バス２５分 

白山
（普・情）

家城駅（ＪＲ）

櫛田駅
（近鉄）

松阪
（普）

伊勢中川駅
（近鉄）

☆ＪＲ３７分（松阪駅～家城駅）

川合高岡駅
（近鉄）

一志駅（ＪＲ）

昴学園
（総）

●徒歩９分飯南
（総）

○スクールバス５０分

久居農林
（農・家）

松阪工業
（工）

伊勢
（普）

山田上口駅
（ＪＲ）

徳和駅
（ＪＲ）

多気駅
（ＪＲ）

田丸駅
（ＪＲ）

五十鈴ヶ丘駅
（ＪＲ）

伊勢市駅（近鉄・ＪＲ）

松阪商業
（商）

宇治山田
（普）

宇治山田駅
（近鉄）

明野駅
（近鉄）

明野
（農・家・福）

伊勢工業
（工）

明星駅
（近鉄）

宮町駅
（近鉄）

伊勢志摩地域

津地域
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松阪地域の県立高等学校（全日制）への交通手段等

（１）通学における主な路線図

（２）通学方法別生徒数と割合 Ｒ８．５．１　学校基本調査より

松阪 松阪工業 松阪商業 飯南 相可 昴学園 合計

19 21 7 1 17 150 215

2.3% 3.6% 1.5% 0.5% 3.0% 81.5% 7.5%

383 285 223 26 168 5 1,090

45.6% 48.4% 47.6% 12.6% 29.4% 2.7% 38.1%

4 56 7 0 77 0 144

0.5% 9.5% 1.5% 0.0% 13.5% 0.0% 5.0%

192 92 24 0 0 0 308

22.9% 15.6% 5.1% 0.0% 0.0% 0.0% 10.8%

35 16 0 108 86 7 252

4.2% 2.7% 0.0% 52.2% 15.0% 3.8% 8.8%

0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 0 0 0 3 0 13

1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.5%

1 5 0 1 31 19 57

0.1% 0.8% 0.0% 0.5% 5.4% 10.3% 2.0%

0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

72 44 52 2 57 0 227

8.6% 7.5% 11.1% 1.0% 10.0% 0.0% 7.9%

7 2 0 6 48 0 63

0.8% 0.3% 0.0% 2.9% 8.4% 0.0% 2.2%

0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

104 56 120 0 5 0 285

12.4% 9.5% 25.6% 0.0% 0.9% 0.0% 10.0%

0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

7 5 20 48 32 3 115

0.8% 0.8% 4.3% 23.2% 5.6% 1.6% 4.0%

0 0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

5 7 15 15 48 0 90

0.6% 1.2% 3.2% 7.2% 8.4% 0.0% 3.1%

839 589 468 207 572 184 2,859

ＪＲのみ

私鉄と

バス

船

自転車

船のみ

船

　　　　　　　　　　　　　　学校名
　通学方法

徒歩のみ

合計

私鉄のみ

バスのみ

ＪＲと

私鉄

バス

自転車

その他
（車送迎、３つ以上の交通機関等）

船と

バスと

船

自転車

自転車

自転車のみ

再掲資料９

〇飯南高校へは松阪駅から飯南高校前までの

スクールバス運行（所要時間約50分）

〇昴学園高校へは三瀬谷駅から報徳診療所前

まで町営バス（所要時間約15分）

下車後徒歩８分

ＪＲ線

近鉄線

松阪駅

伊勢市駅

東松阪駅

櫛田駅

三瀬谷駅

多気駅

相可駅

徳和駅

松阪工業②

④

飯南

⑤

相可

⑥

昴学園

①

松阪

③

松阪商業

伊勢中川駅
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（３）通学費用別生徒数と割合 Ｒ８．５．１　学校実態調査より

松阪 松阪工業 松阪商業 飯南 相可 昴学園 合計 積み上げ

405 313 243 40 216 155 1,372 1,372

48.3% 53.1% 51.9% 19.3% 37.8% 84.2% 48.0% 48.0%

37 15 9 1 6 7 75 1,447

4.4% 2.5% 1.9% 0.5% 1.0% 3.8% 2.6% 50.6%

213 121 111 2 49 12 508 1,955

25.4% 20.5% 23.7% 1.0% 8.6% 6.5% 17.8% 68.4%

73 75 59 1 66 0 274 2,229

8.7% 12.7% 12.6% 0.5% 11.5% 0.0% 9.6% 78.0%

29 25 20 4 73 2 153 2,382

3.5% 4.2% 4.3% 1.9% 12.8% 1.1% 5.4% 83.3%

23 11 9 9 71 5 128 2,510

2.7% 1.9% 1.9% 4.3% 12.4% 2.7% 4.5% 87.8%

19 8 9 1 30 3 70 2,580

2.3% 1.4% 1.9% 0.5% 5.2% 1.6% 2.4% 90.2%

22 13 6 79 32 0 152 2,732

2.6% 2.2% 1.3% 38.2% 5.6% 0.0% 5.3% 95.6%

18 8 2 70 29 0 127 2,859

2.1% 1.4% 0.4% 33.8% 5.1% 0.0% 4.4% 100.0%

839 589 468 207 572 184 2,859 2,859

　※通学費用は１か月あたりの費用

（４）通学時間別生徒数と割合 Ｒ８．５．１　学校実態調査より

松阪 松阪工業 松阪商業 飯南 相可 昴学園 合計 積み上げ

195 124 34 24 65 151 593 593

23.2% 21.1% 7.3% 11.6% 11.4% 82.1% 20.7% 20.7%

269 190 163 22 127 10 781 1,374

32.1% 32.3% 34.8% 10.6% 22.2% 5.4% 27.3% 48.1%

196 134 146 32 141 8 657 2,031

23.4% 22.8% 31.2% 15.5% 24.7% 4.3% 23.0% 71.0%

134 93 73 77 120 9 506 2,537

16.0% 15.8% 15.6% 37.2% 21.0% 4.9% 17.7% 88.7%

32 37 45 50 92 4 260 2,797

3.8% 6.3% 9.6% 24.2% 16.1% 2.2% 9.1% 97.8%

10 6 7 2 18 2 45 2,842

1.2% 1.0% 1.5% 1.0% 3.1% 1.1% 1.6% 99.4%

3 5 0 0 9 0 17 2,859

0.4% 0.8% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.6% 100.0%

839 589 468 207 572 184 2,859 2,859

　※通学時間は片道の所要時間

（５）自宅外通学生徒数 Ｒ８．５．１　学校実態調査より

松阪 松阪工業 松阪商業 飯南 相可 昴学園 合計

7 9 2 0 12 0 30

0 0 0 0 0 143 143

7 9 2 0 12 143 173合計

　　　　　　　　　　　　　　　学校名
　種別

下宿

寄宿舎

７,０００円以内

９,０００円以内

１１,０００円以内

１５,００１円以上

１３,０００円以内

１５,０００円以内

合計

合計

６０分以内

９０分以内

１２０分以内

１２１分以上

４５分以内

　　　　　　　　　　　　　　学校名
　費用

　　　　　　　　　　　　　　学校名
　時間

１５分以内

３０分以内

３,０００円以内

５,０００円以内

不要
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	スライド 1: 学校施設の老朽化の状況

